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論文審査の要旨 
 
  口腔癌をはじめとする頭頸部癌において、センチネルリンパ節ナビゲ
ーション手術（以下、SLNNS）は、通常、術前に放射性コロイドをトレーサ
ーとして原発巣周囲粘膜下に注射し、SPECT でセンチネルリンパ節（以
下、SLN）の局在を確認している。本研究は、口腔癌に対する SLNNS 多
施設共同研究の一課題として取り上げられた新たなトレーサーの開発研
究である。 
  これまでに超常磁性体（以下、SPIO）を頭頸部癌原発巣周囲粘膜下
に注射して MRI で SLN 同定を行った報告はなかった。本研究では SPIO
の粘膜下注射によるMRリンフォグラフィーがSLN同定に利用可能である
かを検討した。 
  SLNNS および本研究に対する文書同意が得られた２名の舌癌 cT2N0
患者に対して、術前日に 99mTc フチン酸コロイドを用いた SPECT を施行し
た。同日に SPIO 粘膜下注射前後２回の MRI を撮像した。SPECT で確認
された SLN と MRI で SPIO 注射後に信号減弱がみられたリンパ節の解剖
学的位置が一致することを確認した。手術時に摘出した全ての SLN は病
理学的検査でベルリンブルー染色を施し、洞内に鉄の存在が認められた。
これは SLN に SPIO が取り込まれたことを示していた。これらの結果から、
SPIOを用いたMRリンフォグラフィーはSLN同定に有効であることが示唆
された。以上より、本研究は今後の SLNNS の発展に大いに寄与するもの
をと考える。 
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以上、主論文に報告された研究成績は、参考論文とともに頭頸部外科学の進歩
に寄与するところが大きいと認める。 
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